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5月3日に初日を迎えて以来、週末の恒例となった「相 

馬はらがま朝市」。はらがま朝市N P 0準備委員会の主催。 

6月18日【表紙】には、干物の販売をはじめ、鳥天井、 

水餃子の格安販売、お楽しみ無料コーナーなど、毎回趣 

向を凝らし、長友グラウンドで市場を開催。市民に親し 

まれています。 

土日は「相馬はらがま朝市」 
大好評で開催中 
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免除の理由 申請に必要な書類 

©住家の全半壊、全半焼また 
はこれに準ずる被災をした方 り災証明書（7/1以降発行されたもの） 

@主たる生計維持者が死亡し 
または重篤な傷病を負った方 

•死亡=死亡診断書（死体検案書） 

•重篤な傷病=診断書など 
(1ヶ月以上の治_を有する場合） 

(D主たる生計維持者の行方が 
不明である方 

警察などに行方不明者に係る届出をしていることが確認でき 
るもの 

@主たる生計維持者が業務を 
廃止し、または休止した方 

税務署に提出した廃業届など 
(詳しくは、税務署にお尋ねください） 

®主たる生計維持者が失職 
し、現在収入;y

1

ない方 
雇用保険受給資格者証など 
(雇用保険受給辛は対象となりません） 

®福島原発の避難指示地域の 
住民であった方 

住民粟の写し（避難指示地域に住所があつたことが確認でき 
るもの） 

@福島原発の計画的避難区域 
及び緊急時避難準備区域の住民 
であった方 

住民要の^ 1 
,(|tp的避難区域及び緊急時避難準備区域に住所があつたこ 
とか確認できるもの） 

※必要書類がそろえられない方は、その旨を申し出てください。 
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今
回
の
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ 

た
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者 

医
療
の
被
保
険
者
は
、
7
月
ー
日 

か
ら
は
市
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医 

療
広
域
連
合
が
発
行
す
る
一
部
負 

担
金
等
免
除
証
明
書
を
医
療
機
関 

(

薬
局
を
含
む)

に
提
示
す
る
こ 

と
に
よ
っ
て
、
平
成
2
4
年
2
月
四 

日(

入
院
時
食
事
療
養
費
な
ど
は
、 

平
成
m
年
8
月
3
1
日)

ま
で
免
除 

が
継
続
さ
れ
ま
す
。 

医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
る
方
は 

保
険
証
と
免
除
証
明
書
を
提
示
し 

て
く
だ
さ
い
。
免
除
証
明
書
を
提 

示
し
な
い
と
窓
口
一 

部
負
担
金
が 

か
か
り
ま
す
。 

窓
口一

部
負
担
金
免
除
対
象
と 

な
る
方
で
、
一
部
負
担
金
等
免
除 

証
明
書
の
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い 

方
は
、
保
険
年
金
課
に
申
請
し
て 

く
だ
さ
い
。 

な
お
、
7
月
ー
日
以
降
発
行
さ 

れ
た
住
家
の
全
壊•

大
規
模
半 

壊
•
半
壊
の
り
災
証
明
書
を
お
持 

ち
の
方
は
、
免
除
申
請
が
必
要
に 

な
り
ま
す
。 

国
民
健
康
保
険•

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の|

部
負
担
金
免
除
証
明
書 

医
療
機
関
の
窓
口 

|

部
負
医
療
機
関
等
の
窓
口 

I

部 

担
金
の
返
還
に
つ
い
て 

医
療
機
関
の
窓
口
一 

部
負
担
金 

免
除
対
象
と
な
る
方
で
、
震
災
か 

ら
6
月
如
曰
ま
で
に
医
療
機
関
に 

窓
口
一 

部
負
担
金
を
支
払
っ
た
場 

合
は
、
そ
の
額
を
返
還
し
ま
す
の 

で
保
険
年
金
課
に
申
請
し
て
く
だ 

さ
い
。 

《

持
参
す
る
も
の》

 

•
国
民
健
康
保
険
の
場
合=

•
医 

療
機
関
の
領
収
書
•
印
か
ん
•
世 

帯
主
の
通
帳
•
一 
部
負
担
金
等
免 

除
証
明
書 

•

後
期
高
齢
者
医
療
の
場
合
=
• 

医
療
機
関
の
領
収
書
•
印
か
ん
• 

本
人
の
通
帳
•
一 
部
負
担
金
等
免 

除
証
明
書 

•
領
収
書
を
な
く
さ
れ
た
方
は
、 

医
療
機
関
か
ら
支
払
証
明
書
を
発 

行
し
て
も
ら
つ
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

(

発
行
が
有
料
の
場
合
が
あ
り
ま 

す)
 

負
担
金
の
減
免
•
猶
予 

相
馬
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険 

者
で
次
の
要
件
1〜

3
の
い
ず
れ 

か
に
該
当
す
る
場
合
は
窓
口
一 

部 

負
担
金
を
減
免
ま
た
は
猶
予
さ
れ 

ま
す
。 

3
の
場
合
は
©
お
よ
び
(
2
)
に
該 

当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

《

要
件》

 

1
卩
自
然
災
害
や
火
災
な
ど
に
よ 

り
死
亡
、
障
が
い
者
と
な
っ
た
り 

資
産
に
重
大
な
損
害
を
受
け
た
と 

ぎ
。 

2
=
干
ば
つ
、
冷
害
な
ど
に
よ
る 

農
作
物
の
不
作
、
不
漁
な
ど
に
よ 

り
収
入
が
減
少
し
た
と
き
。 

3 
=
事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
、 

失
業
な
ど
に
よ
り
収
入
が
著
し
く 

減
少
し
た
世
帯
で
、 

©
入
院
療
養
を
受
け
て
い
て
、 

か
っ 

©
そ
の
世
帯
の
収
入
額
が
生
活 

保
護
の
基
準
額
以
下
で
あ
り
、 

か
つ
、
そ
の
世
帯
の
預
貯
金 

の
合
計
額
が
基
準
額
の
3
力 

月
分
以
下
で
あ
る
と
き
。 

※
た
だ
し
、
東
日
本
大
震
災
で
被 

災
さ
れ
た
方
は
、
上
の
表
の
基 

準
で
免
除
し
ま
す
。 

民
健
康
保
埃
な
ど
の
お
知
ら
せ 

問
ぃ
合
ゎ
せ
先
保
険
年
金
課
雰
2
1
4
0)

 

つま 



標準的な接種方法と回数 

第1期 
初回 

1回目 6曰から2 8日までの 第1期 
初回 2回目 間隔をあけ、2回接種 

第1期追加 
第1期2回目終了後、 
おおむね1年後に1回 
接種 

第2期 
※9歳以上の方が対象 

1回接種 

@ 広 報 そ う ま H 2 3 . 7 . 1 

国民年金保険料の免除申請受付 

參平成23年度の国民年金保険料の免除申請を7月 

1曰から受け付けています。免除の承認期間は、7 

月から来年の6月までです。 

參前年度に継続申請を申し込んだ方でも、一部免除 

となった方または離職•震災を理由とする方は、申 

請書の提出が必要です。 

春平成2 2年度（平成2 3年6月分までの保険料） 

の免除申請を希望される方は、7月末日までに手続 

きをしてください。なお、すでに訥付した保険料が 

還付されるものではありません。 

震災で免除の方も 
7月分以降は再度申請が必要です 

•震災により住家の全壊•半壊など、財産におおむ 

ね2分の1以上の損害を受けられた方は、国民年金 

保険料の全額免除を受けることができます。 

•震災により平成22年6月分までの免除申請をさ 

れた方も、7月から来年の6月までの免除を希望す 

る場合は、7月1日以降に再度申請が必要です。 

•り災証明書の写し、または被災状況届（用紙は保 

険年金課にあります）の添付が必要です。 

※保険料の口座振替を利用されている方で、被災に 

より今後の保険料衲付が困難な方は、口座振替の 

停止手続をとっていただく必要がありますので、 

速やかに年金事務所までご相談ください。 

国民年金のお知らせ 
問い合わせ先 

• 保 険 年 金 課 年 金 係 0 3 7 - 2141) 

•相馬年金事務所( S 36 - 5172) 

国民年金保険料の免除とは 
•収入が少ない、失業した、震災の被災者、などの 

理由で保険料を訥められない方のために、免除制度 

があります。 

•保険料が未衲になっていると、老齢基礎年金が支 

給されなかったり、障害基礎年金が請求できないな 

ど、年金受給の際に「免除」と「未衲」では大きな 

違いがありますので、保険料を未衲のままにしない 

ことが大切です。 

•申請して承認を受ければ保険料が免除されます。 

免除には、全額免除のほか、本人、配偶者、世帯主 

の前年の所得に応じた基準額により、保険料の3/4、 

1/2、1/4が免除となる一部免除があります。 

•このほか、30歳未満の方は世帯主の所得にかか 

わらず本人と配偶者の所得審査で保険料衲付が猶予 

される「若年者訥付猶予制度」、在学中の保険料の 

訥付が猶予される「学生衲付特例制度」があります。 

©保険料の免除や訥付猶予を受けた場合は、保険料 

を全額衲付したときに比べ、将来受け取る年金額 

が少なくなります。このため、10年以内であれば、 

あとから保険料を衲付すること（追衲）ができるよ 

うになっています。 

予
防
接
種 

《

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種》

 

平
成
1
7
年
度
か
ら
平
成
2
1
年
度 

に
か
け
て
の
予
防
接
種
の
積
極
的 

勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
接
種
機 

会
を
逃
し
た
方
に
対
し
て
、
接
種 

機
会
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。 

対
象
と
な
る
方
は
、
平
成
7
年 

6
月
1
曰
か
ら
平
成
l
9
年
4
月
1 

曰
生
ま
れ
の
方(

特
例
対
象
者)

 

で
、
4
歳
以
上
2
0
歳
未
満
の
間
に 

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

た
だ
し
、
第
2
期
接
種
に
つ
い 

て
は
、
9
歳
以
上
の
方
が
対
象
と 

な
り
ま
す
。 

接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
母
子 

手
帳
を
持
参
の
上
、
保
健
セ
ン 

タ
^~

へ
来
所
く
だ
さ
い 

《

震
災
に
ょ
リ
定
期
の
予
防
接
種 

が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
へ》

 

春
定
期
の
予
防
接
種
の
対
象
年
齢 

が
過
ぎ
て
し
ま
つ
た
方 

震
災
の
発
生
に
伴
い
、
や
む
を 

得
な
い
事
情
に
ょ
り
定
期
の
予
防 

接
種
の
対
象
年
齢
を
過
ぎ
て
し 

ま
っ
た
方
に
つ
い
て
、
平
成
m
年 

8
月
3
1
日
ま
で
の
間
は
定
期
の
予 

防
接
種
と
し
て
接
種
で
き
る
こ
と 

に
な
り
ま
し
た
。 

該
当
す
る
方
は
、
保
健
セ
ン 

タ
丨
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
昨
年
度
M
R 

(

麻
し
ん•

 

風
し
ん
混
合)

第
2
期〔

昨
年
度 

幼
稚
園
等
年
長
児〕

•
第
3
期〔

昨 

年
度
中
学
1
年
生〕

•
第
4
期〔

昨 

年
度
高
校
3
年
生〕

、
一
一
種
混
合 

予
防
接
種〔

昨
年
度
小
学
6
年 

生〕

対
象
で
未
接
種
の
方
に
つ
い 

て
は
、
個
人
通
知
を
し
ま
し
た
。 

•
規
定
の
接
種
間
隔
を
過
ぎ
て
し 

ま
っ
た
方 

三
種
混
合
や
日
本
脳
炎
の
予
防 

接
種
に
つ
い
て
は
接
種
間
隔
が
決 

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
震
災
の
影 

響
で
接
種
で
き
な
か
っ
た
方
に
つ 

い
て
は
、
速
や
か
に
接
種
し
ま 

し
ょ
ぅ
。
そ
の
場
合
は
、
定
期
の 

予
防
接
種
と
み
な
す
こ
と
が
で
き 

ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン 

タ
1(

s
3
5
4
4
7
7)

 



固定資産課税免除津波による浸水区域 

市では、土地の全部または大部分が津波で浸水のあった地域を次のとおり指定し、固定資産税（平成2 3年度） 

を課税免除します。 

なお、下の表内の一部区域の詳細は、税務課で閲覧できます。 

大字 小字 区域 大字 小字 区域 大字 小字 区域 大字 小字 区域 

長老内 
清水BU 全域 局塚 

大曲 
柳ノ町 全域 雷田 

長老内 堤下 
J 部 尾浜 

原 
大曲 

天神 一部 台畑 長老内 

大森 
尾浜 

札ノ沢 
PP 

新田西 

磯部 

上ノ台 

塚部 

石則 ^mm 
細td 田中 

磯部 
信成 

塚部 
五反田 全域 下中子 

新田 

前田中 
磯部 

土橋 
部 

塚部 ニ石蒔 中子 

新田 

寺田 

磯部 

四方柴 

部 

塚部 

前田 
部 

末無 全域 

新田 

北沢目 

磯部 

金草 

部 

塚部 

益田 
部 

川前 

全域 

新田 

大町 
全域 

磯部 

手ノ沢 

部 

石上 

北両仙 
全域 

大谷地 

全域 

新田 石橋 前釜 

全域 
石上 

南両仙 
全域 

中迫 

- 部 

千鉢 " f r切北 

全域 
石上 寺田 

一部 和田 
北迫 

- 部 

新田東 古切南 全域 
石上 

宝田 一部 和田 
下柴迫 

- 部 

梅川 潜岩 

全域 
石上 

堂下 

一部 和田 

柴迫 

- 部 
八龍 

一部 
鯉沼 

全域 

光陽 

一丁目 

全域 
下駄迫 - 部 鷺打 一部 

狩野 
光陽 ニ丁目 全域 道下 

- 部 

南城 

一部 

前迫 
光陽 

三丁目 

全域 

北ノ坪 

- 部 

程田 

大師前 

全域 

蒲庭 軽井沢 

新沼 

高山下 

全域 
舘前 

- 部 

程田 

滝ノ沢 全域 

蒲庭 

坂下 

新沼 

明神前 全域 坂下 

- 部 

程田 川口 

全域 

蒲庭 

舘前 

新沼 

広須賀 

全域 

本笑 中江 一部 
程田 

観音前 
- 部 

蒲庭 

fh/Vm junrtl 
部 

新沼 
鹿島前 

- 部 

小泉 山田 一部 

程田 

藪内前 
- 部 

蒲庭 

孫目 

部 

新沼 
南行前 

- 部 
北飯渕 

阿弥陀堂 
部 

柏崎 

梅川 

全域 

蒲庭 

堂ヶ迫 

部 

新沼 

観音前 - 部 
北飯渕 

川原崎 
部 

柏崎 

東柏崎 

全域 

蒲庭 

滝ノ沢 

部 

新沼 

大森 

- 部 

岩子 

中島 

全域 

柏崎 

西柏崎 全域 

蒲庭 

獺庭 

部 

新沼 

鷲塚 

- 部 

岩子 

中船 

全域 

柏崎 

蟹不喰 
全域 

獺庭 

全域 

原釜 

戸崎 

全域 

岩子 

長谷地 

全域 

柏崎 北家野 

全域 

亀岩堤外 

全域 

原釜 

浜田 

全域 

岩子 

明神前 

全域 

柏崎 

鶴巣野 

一部 

柚木 

谷地田亀岩 全域 

原釜 

北谷地 全域 

岩子 

山野 全域 

柏崎 

北向 一部 

柚木 

前日向堤外 

全域 

原釜 

仲田 

全域 

岩子 

稲田 

全域 

柏崎 

表 
一部 

柚木 

前日向堤内 

全域 

原釜 
ご刀田 / ロ/7L 

全域 

岩子 

岩子東 

全域 

柏崎 

中台 

一部 

柚木 

谷地田 

一部 

原釜 
大津 

- 部 

岩子 

南稲田 

日下石 

i 

羽山 

- 部 

柚木 前日向 

一部 

原釜 

蕨平 

- 部 

岩子 

日下石 

i 

東北田 

- 部 

柚木 

葉山前 

一部 

原釜 

由沼 - 部 

岩子 

宝迫 

一部 

日下石 

i 

北田 

- 部 

桑原 一部 

原釜 

荒田 

- 部 

岩子 

船附 

一部 

日下石 

i 

川中子 

- 部 
江ノ入 

一部 

原釜 

南戸崎 

- 部 

岩子 

小迫 

一部 

日下石 

i 

地之内 - 部 "wfiij 

一部 

尾毋-

寺前 

全域 

岩子 

坂脇 一部 

日下石 

i 

調訪 

- 部 

境田 

一部 

尾毋-

須賀畑 

全域 

岩子 

大迫 
一部 

日下石 

i 

富内 蓬田 

一部 

尾毋-

港町 全域 

岩子 

一本松 

一部 

日下石 

i 
堂田 

•問い合わせ先 

市役所1階 

税務課固定資産税係 

(S3 7 - 2 1 2 8) 

尾毋-

棚脇 

全域 

岩子 

数馬 

一部 

日下石 

i 
鳥噴 

•問い合わせ先 

市役所1階 

税務課固定資産税係 

(S3 7 - 2 1 2 8) 

尾毋-

松川 

全域 

岩子 

北 田 大迎 

全域 

•問い合わせ先 

市役所1階 

税務課固定資産税係 

(S3 7 - 2 1 2 8) 

尾毋- 北ノ入 

- 部 

曲渕 

全域 

大洲 
全域 

•問い合わせ先 

市役所1階 

税務課固定資産税係 

(S3 7 - 2 1 2 8) 

一 八 m 
— • Dd 

- 部 

松下 全域 芹谷地 
全域 

•問い合わせ先 

市役所1階 

税務課固定資産税係 

(S3 7 - 2 1 2 8) 

追川 

- 部 
南飾

:

¥lj L 粕田 

全域 

古磯部 

全域 

•問い合わせ先 

市役所1階 

税務課固定資産税係 

(S3 7 - 2 1 2 8) 南ノ入 - 部 
丨半JBK/大y r 

北木関無 
一部 

山信田 

一部 

•問い合わせ先 

市役所1階 

税務課固定資産税係 

(S3 7 - 2 1 2 8) 
牛鼻毛 

- 部 

木関無 一部 大浜 一部 

•問い合わせ先 

市役所1階 

税務課固定資産税係 

(S3 7 - 2 1 2 8) 

船越 

- 部 

成南 

一部 

狐穴 
一部 

•問い合わせ先 

市役所1階 

税務課固定資産税係 

(S3 7 - 2 1 2 8) 

平前 百槻 神明 - 部 矢ノ目 

一部 

•問い合わせ先 

市役所1階 

税務課固定資産税係 

(S3 7 - 2 1 2 8) 

H23. 7 . 1広報そうま© 



地 区 
作業日程 
(7月） 

作業日程 

(8月） 

原答•尾浜 7/1、7/4 8ハ〜2 

細田•和田 7/5-6 8/3-4 

岩子•南飯渕 7/7 8/5 

新田 •程田 •柏崎 7/8 8/8 

日下石 7/11 8/9 

磯部 7/12 8/10 

蒲庭•柚木 7/13 8/11 

光陽 7/14 8/12 

汰曰当番医 

7月3日（曰) わたなベ内科•胃腸科 大曲字大毛内 26-5061 

7 月; ふなばし内科クリニック 中 村 字 塚 田 35-1500 

7月17日（日) 八卷クリニック 中村 一丁目 37-7117 

7月18日(月） 大石医院 中 村 字 大 町 35-3451 

7月24日(日） 井口医院 中村字桜ケ丘 36-2422 

7月31曰(曰） 浜通リふれあい診療所 沖ノ内一丁目 26-7100 

※診療時間は9:00〜16:0〇 

※救急医療病院は公立相馬総合病院（S 36-5101) 

相 馬 中 央 病 院 （ S 36-6611) 

木曰歯科当番医 

7月3日（日） 渡辺歯科医院 新 地 町 小 川 62-3155 

7月10日（日） 相良歯科医院 南相馬市鹿島区 67-2525 

7月17日（日） あべ歯科医院 馬場野字山越36-5511 

7月18日（月) 西町歯科医院 南相馬市鹿島区46-5534 

7月24日(曰) 大井歯科医院 中村字大手先35-0808 

7月31日(日） 梶田歯科医院 中村ニ 丁目 36-1551 

※診療時間は9:00 ~16:00 
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無
料
法
律
相
談
会 

日
常
の
お
悩
み
に
、
法
律
的 

な
観
点
か
ら
無
料
で
相
談
を
行 

い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
生
活 

環
境
課
ま
で
予
約
し
て
く
だ
さ 

い
。
予
約
は
7
月
1
日(

金)
 

か
ら
。 

•
日
時
7
月
1
9
日(

火)

n 

時〜

1
4
時
3
0
分 

•
場
所
市
役
所
1
階
市
民 

相
談
室 

行
政
相
談 

10 

•
日
時
7
月
1
2
日(

火)
 

時
か
ら
1
2
時(
毎
月
第
2
火
曜 

日)
 

•
場
所
市
民
相
談
室(

市
役 

所
1
階)
 

行
政
相
談
は
、
役
所(

国•
 

県
•
市)

や
特
殊
法
人
の
仕
事 

に
関
す
る
苦
情
や
要
望
に
つ
い 

て
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決 

を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す 

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守 

し
ま
す
。
ま
た
、
時
間
外
は
相 

談
員
宅
で
も
受
け
付
け
ま
す
。 

交
通
事
故
相
談 

毎
週
木
曜
日(

ー
日
と
祝
日 

を
除
く) 

9
時〜

n
時
、
生
活 

環
境
課
内
交
通
相
談
所
で
。 

多
重
債
務
相
談 

毎
日(

土
、
日
、
祝
日
を 

除
く)

、
1
階
市
民
相
談
室
で
。 

必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
相 

談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま 

す
。 

消
費
生
活
相
談 

訪
問
販
売•

商
品
ト
ラ
ブ
ル 

な
ど
に
つ
い
て
。 

7
月
1
5
日(

金)

9
時〜

l
b 

時
、
1
階
市
民
相
談
室
で
。 

時
間
外
は
相
談
員
宅
で
も 

受
付
。
•
須
藤
相
談
員(

S 

3
5
3
2
8
4)

 

み
ん
な
の
人
権
1
1
0
番 

法
務
省
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人 

権
問
題
の
相
談
を
受
け
付
け
る
た 

め
、
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ 

ル
を
設
置
し
ま
し
た
。
秘
密
は
守 

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く 

だ
さ
い
。 

•
電
話
番
号
Q
5
7
Q
丨
Q
Q 

s
i
l
o 

(

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ 

イ
ヤ
ル)

 

•
時
間
8
時
3
0
分
か
ら
1
7
時
2 

分
ま
で 

•
相
談
担
当
者
法
務
局
職
員
ま 

た
は
人
権
擁
護
委
員 

※
？
；
！
：
ヌ
、

一
部
の
I
P
電
話
な 

ど
か
ら
は
ご
利
用
で
き
な
い
場 

合
が
あ
り
ま
す
。 

ハH
•

蚊
駆
除
の 

薬
剤
散
布
を
行
い
ま
す 

市
で
は
津
波
浸
水
地
区
に
お
い 

て
、
ハ
エ
.
蚊
駆
除
の
薬
剤
散
布 

を
美
施
し
ま
す
。
地
区
の
皆
さ
ま 

に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

_
散
布
作
業
時
間
9
時〜

比
時 

※
天
候
や
作
業
の
進
行
状
況
に
よ 

り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す 

の
で
ご
協
力
願
い
ま
す
。 

•
受
託
業
者
囿
中
央
環
境 

S
3
6
7
9
9
3)

 

•
問
い
合
わ
せ
先
生
活
環
境
課 

(

S
m
2
1
4
3)

 

東
日
本
大
震
災 

無
料
困
り
ご
と
相
談
• 

法
律
相
談
会 

震
災
に
よ
り
、
法
律
問
題
で 

お
悩
み
の
方
や
そ
の
他
生
活
全 

般
に
つ
い
て
の
困
り
ご
と
が
あ 

る
方
を
対
象
に
無
料
相
談
を
行 

い
ま
す
。
ど
ん
な
相
談
で
も
構 

い
ま
せ
ん
。 

ど
ぅ
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く 

だ
さ
い
。 

攀
日
時
平
日•

1
4
時〜

1
8
時 

•
場
所
市
役
所
分
庁
舎
第 

2 
2 

1
会
議
室•

 

2
階(

S 

0
6)

 

•
相
談
担
当
福
島
県
弁
護
士 

会
、
相
馬
市
四
団
体
協
議
会(

司 

法
書
士
会•

行
政
書
士
会•

土 

地
家
屋
調
査
士
会
.
税
理
士 

会)
 弁

護
士
会
は
4
時〜

1
6
時
。 

四
団
体
協
議
会
は
1
4
時〜

2 

時
。
相
談
内
容
に
よ
り
担
当 

を
割
当
て
て
お
り
ま
す
の
で 

不
明
な
点
は
事
前
に
お
問
い 

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

市
民
相
談 

毎
日(

土
、
日
、
祝
日
を 

徐
く)

、
生
活
環
境
課
で
。 

相
談
窓
口•

問
い
合
わ
せ
先 

生
活
環
境
課(

6
3
リ
2
1
4
4
,)

_ 



H23. 7 . 1 広 報 そ う ま © 

相馬市からのお知らせを 

「 ラ ジ オ で 放 送 し て い ま す _ 

芒5まさL1がUエフエム 

周波数：76.6 メガヘルツ 

圓 

放送時間：常時 

定 時 放 送 は 9 時 、 1 3 時 、 1 7 時 

建築課からのお知らせ參問い合わせ先建設部建築課(S 37 - 2178) 

ン 

入居再募集します雇用促進住宅 

東日本大震災の被災者向け雇用促進住宅の再募集に 

ついて、入居申込方法や入居者の選定方法などをお知 

らせします。なお、今回募集する住戸は風呂、ガスコ 

ンロも利用できます。 

《基本方針》 

* 優 先 者 = • 妊 婦 • 4 歳 以 下 の 子 供 が い る 方 • 身 体 障 

が い 者 • 75歳以上•市営住宅入居者•市内在住者 

•地域コミュニティを考慮します。 

《雇用促進住宅に入居できる方》 

•災害救助法の指定区域に居住する方で、かつ地震の 

影響で住宅に居住できなくなった方 

•福島第一•第二原子力発電所の事故当時、警戒区域、 

計画避難区域および緊急時避難準備区域に居住してぃ 

たと認められる避難者 

【入居予定団地】 

団地名 予定戸数 タイプ 
雇用促進団地 
黒木第1宿舎 
黒木字高池72-1 

4戸 リフォーム済み 
2K 

(6 畳、4.5 畳、 
台所、風呂、 

水洗トイレ） 

雇用促進団地 
黒木第1宿舎 
黒木字高池72-1 15戸 照明器具無し 

2K 
(6 畳、4.5 畳、 
台所、風呂、 

水洗トイレ） 

雇用促進団地 
黒木第2宿舎 
黒木字複下352 

10戸 リフォーム済み 

2K 
(6 畳、4.5 畳、 
台所、風呂、 

水洗トイレ） 

※‘1ぺットの飼育は不可です。駐車場はありません。 

※之この他に、空き室が出れば提供する予定です。 

《入居期間、入居費用》 

. 入 居 期 間 = 最 長 2 年 （ 平 成 2 5 年 3 月 末 曰 ） 

•豕賃 =無料。たたし、共益費および電気 •水道 •ガ 

スなどの使用料は入居者負担です。 

退去に伴う補修費は原則免除ですが、通常の使用を 

超える破損などは入居者負担となります。 

ごみ出しや自治会清掃活動など団地内の生活上の 

ルールを守っていただくことになります。 

《入居者申込方法》 

•入居を希望される方は、「雇用促進団地住宅入居申請 

書」を提出してください。 

•受付期間平成 2 3年 7月 1曰（金 )〜 7月 2 2日（金） 

• 提 出 場 所 市 役 所 建 設 部 建 築 課 市 役 所 2 階 

仮設住宅、借上げ住宅 "I 
L 申 込 随 時 受 け 付 け ま す j 

3月11日の震災により住居が全壊または長期に 

わたって居住する住家がない世帯で相馬市民に限り、 

応急仮設住宅と県の民間借上げ住宅を当面の間、随 

時受け付けます。 

※この制度を利用される方は、「住宅の応急修理制 

度」は受けられません。 

• 受 付 場 所 市 役 所 建 設 部 建 築 課 市 役 所 2 階 

商
工
総
務
課(

0
0
2
4 

5
2 

1 

1
7 

2 

7 

〇
} 

災
害
復
興
住
宅
融
資 

•
建
設
•
購
入
資
金
融
資 

住
宅
が「

全
壊」

、「

大
規
模
半 

壊」

ま
た
は「

半
壊」

し
た
旨
の 

り
災
証
明
書
を
受
け
た
方
が
新
築 

や
購
入
を
す
る
場
合
に
融
資
を
利 

用
で
き
ま
す
。 

•
補
修
資
金
融
資 

住
宅
に
川
万
円
以
上
の
被
害
を 

受
け
、
り
災
証
明
書
を
受
け
た
方 

が
、
自
宅
を
補
修
す
る
場
合
に
融 

資
を
利
用
で
き
ま
す
。 

參
問
い
合
わ
せ
先
住
宅
金
融
支 

援
機
構(

災
害
専
用
ダ
イ
ヤ
ル)

 

s
0
1
2
〇

—

〇
8
6 

-
3
5 

3 (

9
時
か
ら
1
7
時
.
祝
日
を
除 

く)
 

中
小
企
業
等
復
旧•

復
興 

支
援
事
業 

「

東
日
本
大
震
災
及
び
東
京
電
力 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故」

 

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
県
内
中
小 

企
業
者
な
ど
の
皆
さ
ま
に
、
事
業 

再
関
に
必
要
と
な
る
経
費
の
一
部 

を
補
助
す
る
制
度
で
す
。 

•
受
付
期
間
6
月
1
7
日(

金)
 

か
ら
7
月
2
9
日(

金)

ま
で 

•
対
象
者 

®
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
工
場.

 

店
舗
な
ど
が「

半
壊
以
上」

の
被 

害
を
受
け
た
中
小
企
業
者
な
ど 

(

産
業
復
興
支
援
事
業
の
み「

全 

壊」

の
被
害
を
受
け
た
中
小
企
業 

者
な
ど)

 

®

原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
ぅ
警 

戒
区
域
な
ど
に
工
場
•
店
舗
な
ど 

が
あ
る
中
小
企
業
者
な
ど 

•
内
容 

©
空
き
工
場
•
空
き
店
舗
な
ど
に 

よ
る
事
業
再
開
支
援
事
業 

©
工
場
•
店
舗
等
再
生
支
援
事
業 

(
3
)
産
業
復
興
支
援
事
業 

詳
し
く
は
、
県
ホ
丨
.r

へ
丨
ジ 

に
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の 

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
福
島
県
庁
商 

エ
労
働
部
•
企
業
立
地
課(

a 

〇
2
4 

:
5 

2 

1 

7 

2 

8 

O
W 

•
商
業
ま
ち
づ
く
り
課(

s
o 

2 

4 

5
2
1 

1
7
2
9
9)

「
>
 



東日本大震災による 
行方不明者の死亡届 

東曰本大震災により、ご遺体が発見さ 

れないものの、被災の状況から死亡した 

と認められる場合、死亡届出が可能にな 

りました。詳しくは市民課にお問い合わ 

せください。 

•市民課戸籍係（3 37-2137) 

O広報そうまH 2 3 . 7.1 

遺
体
安
置
所
の
場
所
が 

変
わ
り
ま
し
た 

6
月
m
日(

木)

か
ら
、
相
馬 

方
部
衛
生
組
合
一
里
壇
斎
苑(

赤 

木
字
一
里
壇)

の
敷
地
内
に
設
置 

し
た
仮
設
建
物
が
、
東
日
本
犬
震 

災
に
係
る
遺
体
安
置
所
と
な
り
ま 

し
た
。 

収
容
さ
れ
て
い
る
ご
遺
体
は
あ 

り
ま
せ
ん
が
、
身
元
不
明
と
な
つ 

て
い
る
ご
遺
体
の
情
報
が
あ
り
ま 

す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
確
認
を
お 

願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
安
置
所
の
受
付
時
間
は
、 

川
時
頃
か
ら
n
時
頃
ま
で
の
間
と 

な
り
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
相
馬
警
察
署 

(

S
3
6
3
1
9
1)

 

病
気
の
早
期
発
見
の
た
め
に
国
保
人
間
ド
ツ
ク
を
受
診
し
ま
し
よ
う 

〜

7
月
1
9
日
か
ら
受
付
開
始〜

 
相
馬
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
次
に
よ
リ
人
間
ド
ッ 

ク
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
込
み 

く
だ
さ
い
。 

健
康
で
明
る
い
家
庭
を
営
む
た
め
、
自
分
の
体
の
状 

態
を
知
る
機
会
を
生
か
し
ま
し
よ
う
。 

•
対
象
者
相
馬
市
国
民
健
康
保 

険
の
被
保
険
者
で
、
昭
和
U
年
川 

月
1
日
か
ら
昭
和
M
年
9
月
2
日 

ま
で
に
生
ま
れ
た
方(

た
だ
し
、 

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
を
除 

く)
 

•
定
員
3
7
0
人 

•
実
施
時
期
9
月
1
日(

木)
 

か
ら
平
成
M
年
2
月
2
9
日(

水)
 

ま
で
の
指
定
の
曰 

•
実
施
医
療
機
関
次
の
ぅ
ち
希 

望
す
る
医
療
機
関 

•
相
馬
中
央
病
院
2
9
0
人) 

•
公
立
相
馬
総
合
病
院(

8
0
人)

 

•
ド
ッ
ク
検
査
項
目(

日
帰
り
の 

み)
 •
身
体
計
測=

身
長
•
体
重•

腹 

囲
を
測
定
し
、
肥
満
度
の
検
討 

•
呼
吸
器
系
検
査=

胸
部(

肺
と 

心
臓)

疾
患
の
有
無
を
検
査 

•
循
環
器
系
検
査=

高
血
圧
症
、 

動
脈
硬
化
と
心
臓
疾
患
の
有
無
を 

検
査 

•
消
化
器
系
検
査=
食
道
、
胃
、 

十
一
一
指
腸
検
査
と
便
潜
血
反
応
検 

査 •
肝
機
能
系
検
査=

血
液
検
査
に 

よ
り
肝
機
能
を
検
査 

•
糖
尿
病
系
検
査=

糖
尿
病
の
有 

無
を
検
査 

•
腎
尿
路
系
検
査=

腎
尿
路
疾
患 

の
有
無
を
検
査 

•
貧
血
系
検
査=

貧
血
の
有
無
を 

検
査 

•
超
音
波
検
査
H
胆
の
ぅ
と
肝 

臓•

腎
臓
の
超
音
波
検
査 

※
食
道
、
胃
、
十
二
指
腸
検
査 

に
つ
い
て
、
相
馬
中
央
病
院 

で
は
、
透
視
検
査
ま
た
は
内 

視
鏡
検
査
を
選
択
で
き
ま 

す
。
公
立
相
馬
総
合
病
院
で 

は
、
水
曜
日
に
限
り
2
名
は
、 

ど
ち
ら
か
の
検
査
を
選
択
す 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ず 

れ
の
病
院
で
も
料
金
に
変
わ 

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

•
検
査
結
果
と
事
後
指
導
検
査 

結
果
に
基
づ
き
保
健
指
導
を
必
要 

と
す
る
場
合
は
、
医
師
の
指
示
や 

保
健
師
に
よ
る
事
後
指
導
を
行
い 

ま
す
。 

•
受
付
開
始
日
•
場
所
7
月
9 

日(

火)

8
時
3
0
分〜

市
役
所
1 

階
保
険
年
金
課
窓
口
で
先
着
順
に 

受
け
付
け
ま
す
。
電
話
で
の
申
し 

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。 

※
申
し
込
み
時
に
国
民
健
康
保
険 

証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

•
料
金(

消
費
税
含
む)

 
•
自
己
負
担
額
8
、4

 
0
 
0

円 

(
検
査
料
4
5
、C

V
J
7
L
O

円
、
助 

成

額

3 
6
、
8 

7 
5
円)

 

•
受
付
締
切
日
9
月
3
0
日 

(

金)

定
員
に
な
り
次
第
綿
め
切 

り
ま
す
。 

国
保
人
間
ド
ッ
ク 

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査 

国
保
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
の
ぅ 

ち
、
希
望
す
る
方
は
実
費
で
次
の 

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

人
間
ド
ッ
ク
申
し
込
み
の
と 

き
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

(

料
金
は
い
ず
れ
も
消
費
税
を 

含
む)

 

《

前
立
腺
が
ん
検
査》

 

•
料
金
3
、
9
0
0
円 

•
対
象
者g

歳
以
上
の
男
性 

《

ピ
•
リ
菌
検
査》

 

•
料
金 

•
相
馬
中
央
病
院 

(

呼
気
検
査
法)

5
、
5 
0 
0
円 

•
公
立
相
馬
総
合
病
院 

(

血
液
検
査
に
よ
る
抗
体
検
査)

 

2
、
3
5
0
円 

•
対
象
者
限
定
な
し 

※
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の
み
の
申
し 

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。 

人
間
ド
ッ
ク
と
特
定
健
康
診
査 

人
間
ド
ッ
ク
は
、
特
定
健
康
診 

査
の
検
査
項
目
を
網
羅
し
て
い
る 

た
め
、
特
定
健
康
診
査
を
改
め 

て
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

(

両
方
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ 

ん
。) 

•
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先
保
険 

年
金
課
国
民
健
康
保
険
係(

S 

m
2
1
3
9)
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障がい者などの方が利用される 
自動車税•軽自動車税の減免 

次の要件に該当する場合、自動車税または軽自動車 

税が減免されます。登録（車両）番号を確認のうえ申 

請してください。 

今年は、東日本大震災により衲期限を8月1日まで 

延期しましたので、減免申請書の提出は7月25曰ま 

でにお願いします。 

•対象 

4月1日現在で次のいずれかに該当する車両 

•障がい者本人が所有する車両 

•18歳未満の障がい者、知的障がい者、精神障がい 

者と生計を一にする方が所有する車兩 

※障がい者1名につき1台のみ減免されます。 

※すでに自動車税（県税）が減免されている場合は 

該当しません。 

当市では、このほかにも次のような軽自動車に対す 

る減免制度を設けています。 

®専ら身体障がい者などの利用に供するため、特別の 

仕様により製造または一般の軽自動車に構造変更が加 

えられた軽g動車 

®構造上身体障がい者などの利用に供するための軽自 

動車（®と同様に構造変更などが加えられた軽自動車 

で身体障がIヽ者以外にも併せて利用される軽自動車） 

@専ら身体障がIヽ者などが運転するための構造変更が 

なされた営業用の軽自動車 

※上記による申請には、車検証の写しが必要です。 

書持参するもの 

©申請する方（衲税義務者）の印かん 

©身体障害者手帳または戦傷病者手帳、療育手帳、精 

神障害者保健福祉手帳 

©運転免許証 

®衲税通知書 

なお、障がいの区分や等級により減免の対象に該当 

しない場合もありますので、初めて申請する方は税務 

課市民税係までお問い合わせください。 

• 申 請 期 限 7 月 2 5 日 （ 月 ） 期 限 を 過 ぎ ま す と 減 

免を受けられませんのでご注意くださし、。 

※衲税通知書の発送は7月10日ごろを予定していま 

す。 

•申請場所•問い合わせ先 

《普通自動車》相双地方振興局県税部（S26-112 

7) 

《軽自動車》市税務課市民税係（S37- 2 1 2 7) 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費 

ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
助
成 

制
度
は
、
母
子
.
父
子
家
庭
の
親 

と
児
童
ま
た
は
父
母
の
い
な
い
児 

童
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る 

も
の
で
す
。
事
前
に
登
録
が
必
要 

で
す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
登
録 

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

•
対
象
者 

M
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て 

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
か
母
と 

そ
の
児
童
、
ま
た
は
父
母
の
い
な 

ぃ
1
8
才
未
満
の
児
童
で
、
受
給
者 

お
よ
び
生
計
を
同
じ
く
す
る
扶
養 

義
務
者
の
平
成
m
年
の
所
得
が
限 

度
額
未
満
の
方 

(

児
童
の
両
親
の
ど
ち
ら
か
が
政 

令
に
定
め
る
障
が
い
の
状
態
に
あ 

る
家
庭
も
含
む)

 

參
持
参
す
る
も
の 

.
健
康
保
険
証 

•

振
込
希
望
金
融
機
関
の
通
帳 

.
そ
の
他
該
当
事
由
に
よ
つ
て
必 

要
書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
事 

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

•
受
付
期
間 

新
規
登
録
の
方=

随
時
受
け
付
け 

て
い
ま
す
。
適
用
は
申
請
の
翌
月 

か
ら
で
す
。 

更
新
の
手
続
き
=
7
月
B
日 

(

水)
〜

7
月
2
9
日(

金)
 

※
こ
の
制
度
の
ほ
か
、
ひ
と
り
親 

家
庭
な
ど
を
対
象
に
し
た
児
童 

扶
養
手
当
制
度
も
あ
り
ま
す
の 

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
社
会
福
祉
課 

児
童
家
庭
係(

S
3
7
2
2
0
4)

 

震
災
特
例
旅
券
に
つ
い
て 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
パ
ス 

ポ—

ト(

旅
券)

を
紛
失•

焼
失 

さ
れ
た
方
は
、
こ
れ
ら
旅
券
が
不 

正
使
用
な
ど
さ
れ
る
可
能
性
も
あ 

る
た
め
、
紛
失
届
の
提
出
を
お
願 

い
し
ま
す
。 

都
道
府
県
旅
券
事
務
所
で
は
、 

3
月
1
1
日
に
発
生
し
た
東
曰
本
大 

震
災
に
よ
り
自
宅
が
滅
失
し
た
り 

損
壊
す
る
な
ど
し
て
パ
ス
ポ
丨
ト 

の
紛
失
届
を
提
出
さ
れ
た
方
が
希 

望
す
る
場
合
、
紛
失
な
ど
し
た
パ 

ス
ポ
丨
ト
の
残
存
有
効
期
間
を
限 

度
と
す
る
震
災
特
例
旅
券
を
、(

国 

の)

手
数
料
な
し
で
発
行
す
る
特 

例
指
置
を
行
つ
て
い
ま
す
。 

•
必
要
書
類=

紛
失
届
と
震
災
特 

例
旅
券
申
請
を
同
時
に
行
ぅ
場
合 

•
紛
失
一
般
旅
券
等
届
出
書
•
一 

般
旅
券
発
給
申
請
書(

5
年
用)

 

•
戸
籍
謄
本
又
は
抄
本
1
通
•
写 

真
4
5
ミ
リ
X
3
5
ミ
リ)

2
葉
• 

住
民
栗
の
写
し
ー
通(

住
基
ネ
ッ 

卜
で
確
認
で
き
る
場
合
は
不
要)

 

•
身
元
確
認
書
類(

運
転
免
許
証 

な
ど)

•
罹
災(

被
災)

証
明
書 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く 

だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
福
島
県
パ
ス 

ポ
^—

ト
セ
ン
タ
^—

 
(

S
0
2
4 

5 
2 
5—

—

4 
o 
3 
2
} 



ふくしま駅伝選手募集 

第23回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会（ふくし 

ま駅伝）は、11月20日（曰）に開催されます。市では、 

相馬市チームの選手を募集します。 

摩参加資格健康に自信のある市内在住の方で、男子が 

8〜10km、女子4〜5km完走できる方（中学生以上* 

学生、生徒は保護者が市内在住の方） 

• 申 込 内 容 住 所 • 氏 名 * 生 年 月 日 . 職 業 • 電 話 番 号 * 

大会参加歴など 

參選手選考記録会を行い、選手を決定します。 

• 申 込 期 限 8 月 5 曰 （ 金 ） 

• 申 込 . 問 い 合 わ せ 先 ス ポ ー ツ 振 興 課 ( S 37- 2 2 

7 8) 

入国警備官採用試験案内 

次により入国警備官を募集します。 

« 受 験 資 格 昭 和 6 3 年 4 月 2 日 〜 平 成 6 年 4 月 

1曰生まれの方 

•受付期間 

• イ ン タ ー ネ ッ ト 7 月 1 9 日 （ 火 ） 〜 7 月 2 6 日 

(火） 

•郵送または持参7月1 9日（火)〜8月2日（火） 

• 第 1 次 試 験 9 月 2 5 曰 （ 曰 ） 

春 第 1 次 合 格 発 表 1 0 月 1 2 日 （ 水 ） 

• 第 2 次 試 験 1 0 月 1 8 日 （ 火 ） • 1 9 日 （ 水 ） 

• 最 終 合 格 発 表 1 1 月 1 5 日 （ 火 ） 

•問い合わせ先仙台入国管理局総務課（ • S O 2 

2 — 2 5 6 — 6 0 7 6 )人事担当長田•片桐• 

水島 

中止のお知らせ 
松】I丨浦大橋ふれあいマラソン大会 

本年も10月に開催を予定していました、松川 

浦大橋ふれあいマラソン大会は、この度の震災 

により大会会場である道路や施設に甚大な被害 

を受けたことから中止と決定しました。 

学生募集宮古海上技術短大 

国立宮古海上技術短期大学校では次のとおり学生を募 

集します。 

.科名海技士教育科 

• 募 集 人 数 4 0 名 （ 男 女 ） 

•教育目的船員の養成（主に国内航路の船長、機関長、 

航海士、機関士） 

®取得できる資格4級海技士（航海)、4級海技士（機 

閨）の両方、小型一級船舶操縦士、1級海上特殊無線技 

士ほか 

會就業年限2年（航海訓練所練習船での9力月の乗船 

実習含む） 

•受験資格高等学校卒業者（見込みの者を含む） 

• 授 業 料 年 間 9 6,0 0〇円 

• 学 生 寮 完 備 （ 男 女 ） 

春問い合わせ先国立宮古海上技術短期大学校教務課 

〒〇2 7 — 〇〇2 4岩手県宮古市磯鶏2 — 5 — 10(3 

0 1 9 3 — 6 2 — 5 3 1 6 •ファクス〇1 9 3 — 6 2 — 

5 4 4 0) 

© 広 報 そ う ま H 2 3 . 7. 

相
馬
野
馬
追
歩
兵
隊
募
集 

あ
な
た
も
歩
兵
隊
と
な
つ
て
野 

馬
追
い
祭
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ 

ん
か
？ 

•
日
時
7
月
2
3
日(

土)

午
前 

6
時
咒
分
集
合(
雨
天
決
行)

 

離
対
象
小
学
校
4
年
生
以
上 

(

大
人
3
0
名
、
子
供
如
名)

 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

詳
細
は
応
募
し
て
頂
い
た
方
へ
直 

接
ご
連
絡
し
ま
す
。 

_
問
い
合
わ
せ
先(

社)

相
馬 

青
年
会
議
所
事
務
局(

S
3
6
4 
4 

1
1)

(

1
0
時〜

1
6
時)

フ
ァ
ク 

ス
如
3
9
5
1)

 

• 

E 
メ
丨
ル 44

1
@
s
o
m
a
j
p
 

c
o
m
 



東日本大震災、主な被害状況 

6月12日現在 

住宅被害（棟） 

全壊 1,025棟 

大規模半壊 184棟 

半壊 321棟 

—部損壊 1,478棟 

合計 3,008棟 

市道 陥没など被害 330路線 

農業関係 

冠水した水田 1,135 ha 

冠水した畑 85 ha 

被害のあつたため池など47力所 

漁船 使用不能 363隻 

被害のあった主な公共施設 

津波によリ 

下水処理場 

^本来の処理工程による汚水処理がで 
きず、消毒のみの簡易処理 

津波によリ 

農業集落排水 

&津波によリ浄化センターが使用不 
ュー厶カーで汚水を下水処理 

津波によリ 

一般廃棄物埋立処分場 

浸出水処理施設が浸水、本来の処理 
X程ドよる処理ができず、消毒のみの 
簡易処理 

津波によリ使用不能 

ポ一卜センタ一 

磯部出張所 

ネ公J丨丨浦スポーツセンター 

地震により使用不能 

市役所南側庁舎 

桜丘小学校の屋内運動場 

磯部小学校の屋内運動場 

地震によリー部使用 
不能 

スポーツアリーナそうま 

大野小学校校舍 

大野公民館 

八幡公民館 

玉野公民館 

日立木公民館 

図書館あんない 
おすすめ図書 

『おかえリ。5ねんぶりの生協の白石さん』 

白 石 昌 則 [ 著 ] 

仕事に疲れた僕をUFOは 

いつ迎えに来てくれます 

か？「生協の白石さん」に 

よる5年ぶりのやさしい 

お悩み相談室。新入社員 

からニー トまで、いろい 

ろな若者たちから寄せら 

れた才トナの悩みに答え 

ます。 

翁 
妙;ス 

ベストセラ一f生協の白石さんJ 

5年ぶりのやさしいお笛み相該室 

『ひょっこりじぞう』 

曰 高 史 人 [ 文 ] 

川 崎 の ぼ る [ 絵 ] 
不思議なモノが生えて 

きた。もつこりもつこ 

り人の顔。ま一るい頭 

に短い体。現れたり消 

えたりするお地蔵さん 

に町中が大騒ぎ…。突 

然生えてきたお地蔵さ 

んが「おそうじの大切 

さ」を伝える。 

※おすすめ図書の内容説明はTRC図書館流通 

センターTOOLiより引用しています。 

毎月の新しく入った図書の一覧は図書館で配布 

しております。また、相馬市のホームページで 

もご覧になれます。 

おはなしの部屋 

一読み聞かせと折り紙一 

參 日 時 7 月 2 日 （ 土 ） 1 0 ： 30 

テーマ
=

「星•夏休み」 

折り紙=「七タ飾り（短冊)」 

• 日 時 8 月 6 日 （ 土 ） 1 0 ： 30 

テ一マ=「海•山」 

折り紙=「せみ」 

•場所図書館内「こどもの部屋」 

•ボランティア募集 

おはなしの部屋では、いっしょに読み聞かせを 

行ってくれる、おはなしボランティアを常時募 

集しています。ぜひ、活動を見にきてください。 

•問い合わせ先 

相 馬 市 図 書 館 0 3 7 — 2 6 3 0 
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議論のたたき台が示された復興会議 

有識者7人で構成された顧問会議 

藍綬褒章 o消防功績 

立谷さんは相馬市出身。福島大経済短大卒。市議会議員4期 

目。昭和45年に市消防団員となり、平成16年から分団長を 

務めています。 

東日本大震災の発生時、±也元の原釜地区周辺で住民へ避難を 

呼びかけ、津波から多くの命を救いました。津波で自宅を流さ 

れながらも、がれきをかき分けての生存者救出や、延焼した火 

災の消火、連日の遺体捜索など消防活動にあたりました。 

「避難の呼び掛けで団員一人が命を落としてしまった」と声を 

落としながらも、「他の団員たちも被災しながら、連日出動し 

てくれた」と感謝の気持ちを述べました。 

今回の受章にも「先輩の築いてきた消防団の伝統と団員の協 

力あってのこと」と話しました。 

立谷耕一さん（
62

) 

相馬市原釜字大津 

相馬市消防団第3分団長 
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市
復
興
会
議
議
論
の
た
た
き
台
示
す 

相
馬
市
復
興
会
議
の
第
1
回
会
議
は
6
月
3
曰
、
市
役
所 

で
開
か
れ
、
委
員
部
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

委
員
は
被
災
地
区
の
区
長
会
理
事
や
農
水
商
工
団
体
、
市 

幹
部
な
ど
で
構
成
。 

会
議
で
は
立
谷
市
長
が「

被
災
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で 

人
生
設
計
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
復
興」

と
述
べ
、
今
後
の 

議
論
の
た
た
き
台
と
な
る
基
本
方
針
を
示
し
ま
し
た
。 

基
本
方
針
は
、
仮
設
住
宅
で
の
生
活
支
援
、
医
療
、
教
育
、 

経
済
対
策
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
と
、
が
れ
き
撤
去
や
職
住
分 

離
を
見
据
え
た
津
波
被
災
地
な
ど
の
居
住
制
限
、
住
宅
整
備
、 

産
業
基
盤
の
復
興
、
サ
イ
レ
ン
設
置
に
よ
る
警
報
体
制
、
被 

災
鎮
魂
記
念
館
の
建
設
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
に
分
け
て
示
さ 

れ
ま
し
た
。
同
会
議
は
今
後
賺
論
を
進
め
、
7
月
末
ま
で
に 

は
第
一
次
復
興
計
画
を
ま
と
め
ま
す
。 

復
興
会
議
に
は
、
有
識
者
7
人
で
構
成
す
る「

顧
問
会
議」

 

を
設
置
。
今
後
の
復
興
で
助
言
を
受
け
ま
す
。 

有
識
者
が
議
論
を
交
わ
す 

相
馬
市
復
興
会
議
顧
問
会
議
開
催 

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
計
画
策
定
に
向
け
、
市
復
興 

会
議
へ
有
識
者
が
助
言
を
与
え
る
た
め
の
顧
問
会
議
は
6
月 

1
9
日
、
市
役
所
で
開
催
さ
れ
、
地
域
の
復
興
に
向
け
た
課
題 

な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

会
議
に
先
立
ち
、
委
員
は
市
内
の
被
災
地
や
仮
設
住
宅
な 

ど
を
視
察
し
ま
し
た
。 

会
議
で
は
立
谷
市
長
が
復
興
計
画
の
基
本
方
針
に
よ
る
復 

興
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
説
明
。 

委
員
か
ら
は「

地
域
が
動
か
な
け
れ
ば
何
も
変
わ
ら
な 

い」
「

相
馬
市
の
取
り
組
み
を
モ
デ
ル
と
し
て
発
信
し
て
い 

き
た
い」

と
い
っ
た
復
興
計
画
策
定
に
対
す
る
意
欲
が
示
さ 

れ
、
公
営
住
宅
の
建
設
や
農
業
や
漁
業
の
再
興
に
向
け
た
今 

後
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

顧
問
会
議
は
2
力
月
に
1
度
、
相
馬
市
ま
た
は
東
京
都
で 

開
催
さ
れ
ま
す
。 

相
馬
市
復
興
会
議
顧
問
会
議
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

•
北
川
正
恭(

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
授
、
元
三
重
県
知
事)

 

•
大
澤
貫
寿(

東
京
農
業
大
学
学
長)

 

•
大
石
久
和(

財
団
法
人
国
土
技
術
研
究
セ
ン
タ
丨
理
事
長
、 

元
国
土
交
通
省
技
監)

 

•
牧
野
治
郎(

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
副
会
長
、
元 

国
税
庁
長
官)

 

•
上
昌
広(

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
特
任
教
授)

 

•
新
浪
剛
史(

株
式
会
社
ロ
丨
ソ
ン
代
表
取
締
役
社
長)

 

•
長
有
紀
枝(

立
教
大
学
大
学
院
教
授
、
N
P
O
法
人
難
民 

を
助
け
る
会
理
事
長)

 

復
興
に
む
け
意
見
を
交
わ
す
相
馬
市
復
興
会
議
と
顧
問
会
議 

春
の
褒
章 
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東京測城市と 
災害時等相互応援協定締結 

市は、東京都稲城市と災害時の相互 

応援に関する協定を締結しました。 

調印式は6月1日、相馬市役所で行 

われ、立谷市長と稲城市の田野倉秀雄 

副市長が協定書に押印し、握手を交わ 

しました。 

協定の内容は、どちらかの区、市で 

大規模な災害が発生した場合に、要請 

に応じて応急復旧資機材や生活物資の 

提供、応援職員の派遣などを行う協力 

体制を構築するものです。 

この協定は、道路整備促進期成同盟 

会全国協議会に両市が加盟している縁 

から実現したものです。 

稲城市は、今回の震災直後から給水 

車などの機材や救援物資など相馬市へ 

の支援を実施しています。 

仮
設
住
宅
と
市
街
地
を
結
ぶ 

お
出
か
け
パ
ス
運
行
中 

6
月
2
0
曰
か
ら
、
西
工
業
団
地 

と
柚
木
工
業
団
地
に
建
設
さ
れ
た 

仮
設
住
宅
と
市
街
地
を
結
ぶ
お
出 

か
け
バ
ス
を
市
が
運
行
し
て
い
ま 

す
。 仮

設
住
宅
入
居
者
を
対
象
と
し
、 

病
院
や
買
い
物
の
足
と
し
て
利
用 

で
き
る
も
の
で
、
利
用
料
は
無
料
。 

お
出
か
け
バ
ス
は
、
西
工
業
団 

地
か
ら
桜
ケ
丘
、
柚
木
工
業
団 

地
か
ら
公
立
相
馬
総
合
病
院
の
2 

ル
I
ト
を
、
そ
れ
ぞ
れ
午
前
、
午 

後
2
便
ず
つ
運
行
し
て
い
ま
す
。 

中
村一

小
児
童
避
難
所
で
歌
の
プ
レ
、
セ
ン
ト 

避
_
者
癒
す「

ほ
ね
つ
ぎ
-
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

中
村
第
一
小
学
校
5
年
2
組
の 

児
童
犯
人
が
6
月
1
曰
、
避
難
所 

の
ス
ポ
^
ツ
ア
リ
^—

ナ
そ
ぅ
ま
で 

避
難
者
へ
の
肩
た
た
き
を
し
た
り
、 

合
唱
を
披
露
し
た
り
ま
し
た
。 

当
日
、
児
童
ら
は
避
難
者
の
肩 

を
た
た
き
な
が
ら
、
用
意
し
て
き 

た
折
り
紙
や
手
紙
を
プ
レ
、
セ
ン
ト 

し
た
あ
と
、
合
唱
で「

ピ
リ
I 

ブ」

と「

世
界
が
ひ
と
つ
に
な
る 

ま
で」

を
歌
い
ま
し
た
。
曲
は
教 

科
書
に
載
っ
て
い
る
歌
詞
を
見
て
、 

児
童
ら
が
選
ん
だ
曲
で
す
。 

歌
の
あ
と
に
代
表
の
武
田
将
希 

く
ん
か
ら「

復
興
に
向
け
た
く
さ 

ん
の
困
難
を
越
え
、
が
ん
ば
り
ま 

し
よ
う」

、
門
馬
春
佳
さ
ん
か
ら 

は「

わ
た
し
た
ち
は
ず
っ
と
応
援 

し
続
け
ま
す」

と
メ
ツ
セ
丨
ジ
が 

読
み
上
げ
ら
れ
、
避
難
し
て
い
る 

人
た
ち
を
励
ま
し
ま
し
た
。 

市
内
避
難
所
を
週
3
回
訪
ね
、 

「

ほ
ね
つ
ぎ」

の
マ
ッ
サ
丨
ジ
な 

ど
を
施
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
日
本 

柔
道
整
復
師
会
や
福
島
県
整
骨
師 

会
の
会
員
ら
が
続
け
ま
し
た
。 

市
内
で
接
骨
院
を
営
む
柔
道
整 

復
師•

小
松
孝
行
さ
ん【

写
真
左 

か
ら
2
人
目】

が
震
災
後
、
福
島 

県
整
骨
師
会
に
呼
び
か
け
、
避
難 

所
で
関
節
に
痛
み
が
あ
る
避
難
者 

の
回
復
を
手
助
け
す
る
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
を
始
め
ま
し
た
。 

同
会
で
は
上
部
組
織
の
日
本
柔 

道
整
復
師
会
に
呼
び
か
け
、
全
国 

か
ら
の
柔
道
整
復
師
ボ
ラ
ン
テ
イ 

ア
の
数
を
増
や
し
ま
し
た
。 

「

津
波
か
ら
避
難
す
る
時
の
け 

が
や
、
避
難
生
活
で
肩
や
腰
な
ど 

に
痛
み
を
持
っ
て
い
て
も
、
年
配 

の
方
は
動
け
な
い
。
避
難
所
か
ら 

出
て
こ
れ
な
い
人
た
ち
の
た
め
に
、 

行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い 

ま
し
た」

と
活
動
の
き
つ
か
け
を 

小
松
さ
ん
は
述
べ
ま
し
た
。 

6
月
3
日
、
避
難
所
と
な
つ
て 

い
る
中
村
一
一
小
体
育
館
を
訪
れ
た 

柔
道
整
復
師
は
小
松
さ
ん
を
含
め 

5
人
。 

岐
阜
県
高
山
市
か
ら
来
た
柔
道 

整
復
師•

寺
田
好
郎
さ
ん【

写
真 

左
^】

は「

痛
み
が
取
れ
て
、
あ 

り
が
と
ぅ
と
少
し
で
も
ニ
コ
ッ
と 

し
て
も
ら
え
る
と
、
よ
か
つ
た
な 

と
思
い
ま
す」

と
活
動
に
携
わ
つ 

て
の
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 
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布施明さん 
避難所でミニコンサート 

5月28日、避難所となっている 

はまなす館とスポーツアリーナそう 

まで、歌手の布施明さんのミニコン 

ザートと、『体温を上げると健康に 

なる』などの著書で有名なニュー 

ヨーク州医師•齋藤真嗣先生の講演、 

吉本興業の漫才コンビ•ルート33 

さんによる漫才が行われました。 

ルート33さんによる「早口こと 

ば」の掛けあい漫才や、齋藤真嗣先 

生の「笑うと免疫力が高まる」との 

講演につづき、布施明さんのミニコ 

ンサ一ト。 

「歌を聴くような心境ではないかも 

しれませんが、こ瞬だけでも和んで 

もらえれば」と、rシクラメンのか 

ほりjでスタート。 

会場では歌を聴きながら涙ぐむ人 

の姿も見られました。r見上げてご 

らん夜の星を』がアカペラで歌われ 

たあと、「相馬を思う気持ちを入れ 

て歌います」と特別版の『my w 

AY』でコンサートは幕を閉じまし 

た。 

相
馬
フ
オ
ロ
ア
丨
チ
^4 

N
P
O
化
設
立
総
会 

被
災
し
た
児
童
•
生
徒
の
精
神 

的
ケ
ア
を
行
う
相
馬
フ
ォ
ロ
ア
丨 

チ
1
-5

は
N
P
O
法
人
化
の
た
め 

の
設
立
総
会
を
6
月
2
日
、
生
涯 

学
習
会
館
で
開
き
ま
し
た
。 

同
チ
^
^
は
被
災
し
た
児
童
• 

生
徒
ら
の
精
神
的
ケ
ア
を
行
う
こ 

と
で
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
こ 

と
を
理
念
と
し
、
メ
ン
バ
丨
は
臨 

床
心
理
土
、
保
健
師
な
ど
で
構
成
。 

す
で
に
被
災
地
区
の
学
校
な
ど
で 

活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。 

総
会
に
は
関
係
者
な
ど
1
2
名
が 

出
席
。
議
事
に
先
立
ち
、
立
谷
市 

長
か
ら「

津
波
の
恐
怖
と
い
う
痛 

手
を
負
つ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に 

相
馬
市
と
い
う
社
会
が
継
続
的
に 

支
援
し
て
い
き
た
い」

と
あ
い
さ 

つ
。
つ
づ
い
て
発
起
人
代
表
の
山 

田
耕
一
郎
さ
ん
が「

児
童•

生
徒 

の
心
の
傷
、
悩
み
に
何
ら
か
の
手 

立
て
が
必
要
だ
と
思
っ
た」

と
設 

立
の
経
緯
な
ど
を
あ
い
さ
つ
で
述 

ベ
ま
し
た
。 

議
事
で
は
学
校
巡
回
心
理
ケ
ア 

の
事
業
計
画
や
N
P
O
法
人
化
の 

申
請
を
進
め
て
い
く
こ
と
な
ど
を 

確
認
し
ま
し
た
。 

清
里
フ
イ
丨
ル
ド
バ
レ
エ
中
二
小
で
ダ
ン
ス
披
露 

"
清
里
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
レ
エ
"
心 

の
震
災
復
興
プ
ロ
ジ
ヱ
ク
ト
実
行 

委
員
会(

代
表
船
木
上
次)

は
6 

月
2
日
、
中
村
第
一
一
小
学
校
で
世 

界
最
大
級
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
演
奏 

に
合
わ
せ
た
バ
レ
エ
の
公
演
な
ど 

を
行
い
、
児
童
ら
に
芸
術
の
息
吹 

を
伝
え
ま
し
た
。 

同
実
行
委
員
会
の
代
表•

般
木 

さ
ん
は
公
演
に
先
立
ち「

今
日
は 

何
か
を
心
に
残
し
て
ほ
し
い」

と 

児
童
た
ち
に
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

オ
ル
、
コ
丨
ル
は
山
梨
県
北
杜 

市
•
清
里
高
原
の
開
拓
に
尽
力
し 

た
ポ
丨
ル•

ラ
ッ
シ
ュ
の
名
が
付 

け
ら
れ
、
6
1
8
本
の
パ
イ
プ
を
持
つ 

世
界
最
大
級
の
も
の
。
バ
レ
エ
公 

演
の
合
間
に
デ
イ
ズ
ニ
丨
の
メ
ド 

レ
丨
な
ど
を
奏
で
る
と
、
子
ど
も 

た
ち
は
手
拍
子
を
打
ち
、
笑
顔
で 

リ
ズ
ム
を
と
つ
て
い
ま
し
た
。 

バ
レ
エ
が
披
露
さ
れ
る
と
、
女 

性
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
丨
の
し
な
や
か 

な
動
き
の
美
し
さ
に
歓
声
が
上
が 

り
ま
し
た
。 

i 

1 

震
災
孤
児
を
支
援 

コ
マ
ツ
レ
ン
タ
ル
株
式
会
社 

コ
マ
ツ
レ
ン
タ
ル
株
式
会
社
の 

四
家
千
佳
史
社
長
は
5
月
如
日
相 

馬
市
を
訪
れ
、
相
馬
市
震
災
孤
児 

等
支
援
金
支
給
基
金
へ
の
寄
付
金 

を
立
谷
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。 

相
馬
市
震
災
孤
児
等
支
援
金
支 

給
基
金
は
、
東
日
本
大
震
災
に
ょ 

り
親
を
亡
く
し
た
孤
児
な
ど
へ
学 

業
や
生
活
費
用
へ
の
支
援
金
を
支 

給
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。 

ま
た
、
同
社
は
震
災
直
後
か
ら
、 

数
多
く
の
、
ハ
ッ
ク
ホ
ー
、
ダ
ン
フ 

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を
市
に
無
償
で
提 

供
。
重
機
の
提
供
は
9
月
ま
で
実 

施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
同
社
は
災 

害
協
定
に
基
づ
き
、
復
旧
へ
多
大 

な
貢
献
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 



東日本大震災での死亡者数など（6月20日現在） 

相馬市民の死亡者数 4 4 3 人 

相馬市民の行方不明者数 1 6 人 

避難所の避難者数 6/17閉鎖 

相馬市の人口（6月1日現在） 

人口 37,155 人 ( - 1 2 9 ) 

男 18,058 人 ( — 6 3 ) 

女 19,097 人 ( — 6 6 ) 

世帯数 13,603世帯 ( + 9 ) 

f m i 編集と発行,•相馬市情報政策課〒976"8601相馬市中村字大手先13 Tel0244-37-2117 FAX0244-35^196 
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市
で
は
6
月
1
8
日
、
市
内
全
域 

の
放
射
線
量
を
把
握
す
る
た
め
の 

メ
ッ
シ
ュ
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
調
査
は
、
市
内
こ
と 

に
放
射
線
量
を
測
定
す
る
も
の
で
、 

測
定
箇
所
は
全
1
7
3
箇
所
。 

当
日
は
8
班
に
分
か
れ
測
定
を 

行
い
ま
し
た
。 

各
測
定
箇
所
で
は
、
地
表
面
が 

土
の
場
所
と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
場 

所
の
2
地
点
を
、
地
上
l
m
の
高 

さ
で
測
定
し
ま
し
た
。 

調
査
結
果
は
、
ホr

へ
丨
ジ
、 

各
公
民
館
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。 

市
内
各
地
の
放
射
線
量
を
測
定
メ
ッ
シ
ュ
調
査
を
実
施 

玉
野
地
ば
で
健
康
相
談
会 

市
内
玉
野
地
区
か
ら
の
要
望
を 

受
け
、
5
月
2
8
日
、
玉
野
中
学
校 

体
育
館
で
は
同
地
区
全
住
民
を
対 

象
と
し
た
健
康
相
談
会
が
開
か
れ 

ま
し
た
。 

会
場
で
は
東
京
大
学
医
科
学
研 

究
所
.
上
昌
弘
特
任
教
授
を
は
じ 

め
と
し
た
医
師
団
と
地
元
医
師
ら 

が
：
^
察
に
あ
た
り
ま
し
た
。
そ
の 

ほ
か
採
血
や
尿
検
査
、
保
健
セ
ン 

タ
ー
職
員
に
よ
る
血
圧
測
定
な 

ど
も
行
な
い
、
住
民
の
健
康
を 

チ
ェ
ツ
ク
し
ま
し
た
。 

健
康
相
談
会
は
翌
日
に
か
け
、 

玉
野
地
区
全
住
民
約i

名
を
対
象 

に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

玉
野
小
中
学
校
校
庭
の
表
土
入
れ
替
え 

市
内
で
も
高
め
の
放
射
線
量
が 

測
定
さ
れ
て
い
た
玉
野
地
区
内
の 

玉
野
小
中
学
校
で
は
5
月
2
7
日
ま 

で
に
、
放
射
線
量
を
低
減
さ
せ
る 

た
め
、
校
庭
の
表
土
入
れ
替
え
作 

業
を
終
え
ま
し
た
。 

作
業
手
順
は
、
表
土
を
厚
さ
約 

8
セ
ン
チ
削
り
、
そ
の
土
を 

校
庭
に
掘
っ
た
穴
に
シ
丨
ト
を
敷 

い
て
坦
め
上
か
ら
も
シ
^—

ト
を 

か
ぶ
せ
た
う
え
、
厚
さ
約
M
セ
ン 

チ
の
土
を
か
ぶ
せ
ま
し
た
。 

手
話
で
も
解
説 

放
射
能
健
康
影
響
説
明
会 

市
が
東
京
大
学
医
科
学
研
究
所 

の
医
師
な
ど
を
講
師
に
迎
え
、
各 

地
区
ご
と
に
開
催
し
た
放
射
線
と 

健
康
影
響
に
つ
い
て
の
講
演
。 

6
月
6
曰
に
は
同
講
演
が
曰
立 

木
小
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
、
約 

g

人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
同
研
究
所
の
坪
倉
正 

治
氏
を
講
師
と
し
て
、
日
立
木
地 

区
の
住
民
な
ど
に
加
え
、
浜
北
聴 

覚
障
害
者
会
の
聴
覚
障
害
者
8
人 

が
出
席
。 

説
明
会
で
は
坪
倉
氏
の
説
明
と 

手
話
に
よ
る
通
訳
が
同
時
に
進
行 

し
ま
し
た
。 

手
話
通
訳
者
は
豊
か
な
表
情
と 

と
も
に
手
話
に
翻
訳
し
、
聴
覚
障 

害
者
へ
放
射
能
へ
の
正
し
い
理
解 

や
対
処
方
法
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。 
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